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ゴルジ体の機能・構造情報のモニター機構の解明 Research Project

Project/Area Number 17028016

Research Category Grant-in-Aid for Scientific Research on Priority Areas

Allocation Type Single-year Grants

Review Section Biological Sciences

Research Institution Kanazawa University

Principal Investigator 中村 暢宏   ⾦沢⼤学, ⾃然科学研究科, 助教授 (50294955)

Project Period (FY) 2005 – 2006

Project Status Completed (Fiscal Year 2006)

Budget Amount *help ¥5,400,000 (Direct Cost: ¥5,400,000)
Fiscal Year 2006: ¥2,700,000 (Direct Cost: ¥2,700,000) 
Fiscal Year 2005: ¥2,700,000 (Direct Cost: ¥2,700,000)

Keywords ゴルジ体 / 細胞周期 / 構造維持 / リン酸化 / シグナル伝達

Research Abstract FinGER3,FinGER4はcis-Golgiに局在し複合体を形成する5回膜貫通タンパク質である。これまでに、RNAi法を⽤いて、FinGER3,FinGER4の発現抑制を⾏った
ところ、FinGER3,FinG直R4ともにRNAi処理後3⽇で顕著にタンパク質量の低下を認めたこと、またFinGER3,FinGER4のタンパク質量低下と共にゴルジ体が断
⽚化し、細胞質に分散することを報告している。本年度はFinGER3,FinGER4の機能のさらに詳細な解析を⾏った。まず、FinGER3のタンパク質量低下に伴って
若⼲のFinGER4タンパク質量の低下が起こる事を発⾒した。また逆に、FinGER4タンパク質量の低下によって顕著なFinGER3のタンパク質量低下が観察され
た。興味深いことに、FinGER3のタンパク質量低下に伴って細胞の増殖阻害が引き起こされる事が明らかとなった。FinGER3,FinGER4が複合体を形成すること
から、FinGER3のタンパク質量低下に伴って複合体を形成しないFinGER4量が増加し、このことが細胞の増殖阻害を導いている可能性が考えられた。⼀⽅、本
年度は、以前に酵⺟Yip1のほ乳類での相同タンパク質としてER exit sitesに局在することが報告されていたFinGER5とYif1p相同タンパク質であるFingER7の機
能解析を⾏った。FinGER5,FingER7に対する抗体を作成し、免疫蛍光染⾊法と細胞分画法によって詳細に解析を⾏ったところ、FinGER5,FingER7が⼩胞体とゴ
ルジ体の中間区画(ERGIC)に局在すること、またFinGER5とFinGER7が複合体を形成することが明らかとなった。RNAi法を⽤いて、FinGER5,FinGER7の発現
抑制を⾏ったところ、FinGER5,FinGER7ともにRNAi処理後3⽇で顕著なタンパク質量の低下を認めた。また、FinGER3,FinGER4のタンパク質量低下時と同様
にFinGER5,FinGER7のタンパク質量低下と共にゴルジ体が断⽚化し、細胞質に分散することが明らかとなった。さらに、FinGER7のタンパク質量低下に伴って
若⼲のFinGER5タンパク質量の低下が観察された。逆に、FinGER5タンパク質量の低下によって顕著なFinGER7のタンパク質量低下が観察された。興味深いこ
とに、FinGER7のタンパク質量低下に伴って細胞の増殖阻害が引き起こされる事が明らかとなった。FinGER5,FinGER7が複合体を形成することから、
FinGER3,FinGER4の場合と同様にFinGER7のタンパク質量低下に伴って複合体を形成しないFinGER5量が増加し、このことが細胞の増殖阻害を導いている可能
性が考えられた。
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